
シリーズ
新しい林業

伐
っ
た
ら
直
ぐ
に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
え
て
、

防
草
シ
ー
ト
や
マ
ル
チ
ャ
ー
で
楽
下
刈
り
を
！

　

都
城
森
林
組
合
で
は
、
以
前
よ
り
ス
ギ
コ

ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年

度
の
出
荷
量
は
約
50
万
本
と
な
り
、
年
間
を

通
し
て
植
林
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
再
造
林
面
積
の
増
加
に
よ
り
毎
年
の

下
刈
面
積
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
就
労
環
境

を
改
善
す
る
た
め
、
下
刈
作
業
の
省
力
化
な

ど
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
川
広
域
森
林
組
合
で
は
、
全
国

有
数
の
ス
ギ
資
源
量
を
抱
え
て
お
り
、
再
造

林
率
も
約
90
％
と
循
環
型
林
業
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
主
伐
の
奥
地
化
や
、

作
業
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
加
え
、
シ
カ
の

食
害
を
防
ぐ
た
め
の
防
護
ネ
ッ
ト
の
敷
設
の

効
率
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
都
城
森
林
組
合
、
耳
川
広
域

森
林
組
合
は
、
宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

実
証
内
容

豊
田
通
商（
株
）と
共
同
で
、「
伐
っ
た
ら
直

ぐ
に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
え
て
、
防
草
シ
ー
ト

や
マ
ル
チ
ャ
ー
で
楽
下
刈
り
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
既
存
の
ト
ラ
ッ
ク
を
独
自
に
改
良
し

た
箱
型
４
ｔ
・
４
Ｗ
Ｄ
ダ
ン
プ
を
導
入
し
た

搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
や
、
コ
ン
テ
ナ
苗
と
マ

ル
チ
ャ
ー
、
防
草
シ
ー
ト
等
を
組
み
合
わ
せ

た
軽
作
業
で
効
率
性
・
収
益
性
が
高
い
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
を
実
証
し
て
い

ま
す
。

１
、
素
材
生
産

　

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
取
り
外
し
可
能
な
箱

を
設
置
し
た
４
Ｗ
Ｄ
ダ
ン
プ
「
都
城
工
デ
ィ

シ
ョ
ン
（
図
１
）」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

　

林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、

経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
宮
崎
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

図１　都城エディション

宮崎県

短
尺
材
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
運
搬
コ
ス
ト
を

20
％
削
減
す
る
ほ
か
、
小
規
模
皆
伐
地
に
お

け
る
搬
出
コ
ス
ト
を
３
０
０
円
／
㎥
削
減
、

未
利
用
バ
ー
ク
を
使
っ
て
路
盤
の
補
修
を
行

う
こ
と
で
費
用
の
20
％
削
減
を
図
る
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
、
再
造
林
・
保
育

　

再
造
林
に
あ
た
り
、
主
伐
後
に
短
尺
材
等

を
搬
出
す
る
こ
と
で
地
拵
経
費
を
５
％
削
減
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実
証
結
果

１
、
素
材
生
産

　

搬
出
コ
ス
ト
の
削
減
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
ま

し
た
。
一
方
、
短
尺
材
は
、
価
格
が
バ
イ
オ

マ
ス
向
け
の
２
・
４
ｍ
材
よ
り
３
千
円
／
㎥

程
度
安
い
た
め
、
現
場
従
業
員
の
所
得
向
上

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
短
尺
材
の
価
格
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

都
城
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
よ

り
低
コ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
雨
季
な
ど
の
走
行
性
能
の
検
証

が
必
要
で
す
。

図２　マルチャー

図３　防草シート

図４　一輪クローラ

今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
前
述
の
各
実
証
結
果
の
課
題
や

検
証
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
証
で
得
た

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
県
内
外
に
取
組

を
働
き
か
け
、
実
装
・
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
将
来
に
は
、
25
年
で
皆
伐
・

再
造
林
で
き
る
林
業
を
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

２
、
再
造
林
・
保
育

　

地
拵
・
下
刈
作
業
に
マ
ル
チ
ャ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
は
想
定
通
り
の
成
果
を
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
ｍ
幅
員
の
仮
設
路
を
作
設
す

る
こ
と
で
30
度
程
度
ま
で
の
傾
斜
地
で
も
作

業
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に

ど
う
組
み
込
む
か
、
マ
ル
チ
ャ
ー
を
ど
う
運

搬
す
る
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

防
草
シ
ー
ト
は
、
約
２
年
で
樹
高
が
２
・

２
ｍ
に
な
っ
た
苗
木
も
あ
り
、
効
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
土
壌
水
分
が
多
い
箇
所
は
早
く

腐
食
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
土
壌
、
伐
採
前
の
下
層
植
生
、
斜
面
の

方
角
な
ど
を
因
子
と
す
る
分
析
・
検
証
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
、
資
材
運
搬

　

苗
木
運
搬
車
が
通
れ
な
い
箇
所
や
造
林
地

内
で
の
一
輪
ク
ロ
ー
ラ
の
使
用
は
、
コ
ン
テ

ナ
苗
の
運
搬
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。

３
、
資
材
運
搬

　

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ナ
苗
を
大
型

ド
ロ
ー
ン
で
同
時
に
運
搬
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ス
ト
の
削
減
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
０
０
㎏
ま
で
運
搬
で
き
る
ク
ロ
ー
ラ

型
運
搬
車
に
加
え
て
、
植
栽
場
所
に
少
量
を

運
搬
で
き
る
一
輪
ク
ロ
ー
ラ
（
図
４
）
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
植
栽
作
業
の
軽
労
化
を
実

証
し
ま
し
た
。

と
と
も
に
、
新
た
に
薄
く
て
軽
い
コ
ー
ヒ
ー

豆
や
香
料
用
の
麻
袋
を
実
証
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ー
ト
に
木
タ
ー
ル
や
木
酢
液

を
含
浸
さ
せ
る
こ
と
で
耐
久
性
の
向
上
と

シ
カ
等
の
忌
避
効
果
を
実
証
し
ま
し
た
。

す
る
と
と
も
に
植
栽
除
地
を
10
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
成
長
の
早
い
苗
木

を
使
い
、
傾
斜
度
20
度
未
満
の
と
こ
ろ
で
は

マ
ル
チ
ャ
ー
を
使
用
し
、
傾
斜
度
20
度
以
上

の
と
こ
ろ
で
は
防
草
シ
ー
ト
敷
設
す
る
こ
と

で
、
下
刈
を
４
年
生
で
終
え
る
こ
と
と
し
、

前
者
で
は
経
費
を
30
％
、
後
者
で
は
人
工
数

を
70
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
マ
ル
チ
ャ
ー
（
図
２
）
は
、
緩
傾
斜

地
に
加
え
、
30
度
程
度
の
傾
斜
地
で
も
幅

員
２
ｍ
の
仮
設
路
を
作
設
す
る
こ
と
で
地

拵
作
業
が
で
き
な
い
か
と
試
行
し
ま
し
た
。

下
刈
で
は
、
誤
っ
て
刈
ら
な
い
よ
う
に
苗
木

や
植
栽
位
置
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

防
草
シ
ー
ト
（
図
３
）
に
は
、
既
存
の
も
の
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